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自らの力で 自分の未来を 力強く切り拓いていける子どもを育てる 
栃木県教育委員会事務局 下都賀教育事務所  

所長   膝附 多門 

                             本年４月より下都賀教育事務所長を拝命いたしました膝附と申します。どうぞよろしくお願いします。各市町 

教育委員会や学校、各種団体、地域の皆様には、ふれあい学習課の各種事業に深いご理解とご協力をいただき感謝 

申し上げます。 

                     競泳の日本選手権で小山市出身の萩野公介選手が４冠を達成しました。しかも２種目で自分の持つ日本記録を 

塗り替えての優勝です。どこまで進化するのか、怪物スイマーの誕生に驚くばかりです。また、柔道の全日本体 

重別選手権では、下野市出身の高藤直寿選手が、男子６０キロ級で見事優勝しました。高藤スペシャルを連発し 

ての圧巻の勝利でした。最近の若者、特に十代の選手の活躍には目を見張るものがあります。ソチ五輪でのフィ 

ギュアスケート金メダルの羽生結弦選手、女子ジャンプの髙梨沙羅選手の活躍は記憶に新しいところです。体操 

界でも、「シライ」(高難度のひねり技)と命名され、最年少で金メダルを獲得した白井健三選手は時の人となっ 

ています。 

  彼らは、しっかり自己分析ができ、目標を定め、それに向かって、自分の考えで取り組むことができる選手であるということが、 

彼らの言動から感じ取ることができます。また、インタビューなどでは、感謝の気持ちを伝え、謙虚であることなども共通している 

と感じます。実に清々しく、無邪気な少年少女の顔と礼儀正しい大人の顔、それぞれのいい面をバランスよく持ち合わせているなと 

感じています。 

  このような成長の裏には、本人の努力はもちろんのこと、家族や指導者はじめ周囲の方々が発達段階に応じて、適切な支援、指導 

に当たってきたからであると思います。 

  今、栃木県では「とちぎの子どもたちを自らの力で 自分の未来を 力強く切り拓いていける人間に育てます」という基本理念のも 

と教育諸施策が展開されています。グローバル化、情報化などが進む変化の時代に、２０年後、３０年後を見据えて、夢や目標に向 

かって、力強く自己実現を図っていける子どもたちを、皆様のお力添えをいただいて育てていきたいと思います。 

     

栃木県教育委員会事務局 下都賀教育事務所  

                                                                                所長補佐兼ふれあい学習課長 海老沼 功 

今年度でふれあい学習課長２年目を迎え 

ました海老沼です。昨年度は、県教育委員 

会及び下都賀教育事務所ふれあい学習課主 

管事業に多大なる御理解・御協力、また多 

くの方々のご参加を賜り、誠にありがとう 

ございました。お陰様をもちまして、県民 

同士の絆づくりを目指した栃木県生涯学習 

推進計画四期計画「新・とちぎ学びかがや 

きプラン」も成果をおさめてまいりました。 

今年度は本プラン５年計画の４年目を迎え、いよいよ仕上げと 

なる大切な１年となります。これまで以上に皆様のお力を頂戴し 

ながら、「生涯学習社会“とちぎ”」の形成を目指してまいります。 

どうぞよろしくお願いいたします。  

                              
 

          
 

           
 
 
 
 
 
 
 

氏    名   業 務 内 容 担当市町 

所長補佐兼ふれあい学習課長 

海老沼 功 

全業務（総括）  全市町 

副主幹 

秋山 貴子  

生涯学習振興担当 

家庭教育担当 

小山市 

社会教育主事 

早乙女 寿雄 

人権教育・男女共同参画担当 

青少年教育担当 

壬生町 

社会教育主事 

髙山 康代 

ふれあい学習推進担当 

文化振興担当 

野木町 

下野市 

社会教育主事 

和久 真 

成 人 教 育 担 当  社 会 教 育 担 当 

生涯スポーツ担当 

栃木市 

下都賀教育事務所 

ふれあい学習情報紙 

 

  

 

下都賀教育事務所 ふれあい学習課          今年度もよろしくお願いします。 

  ふれあい学習課では、「ふれあいサポート」事業を推進しています。 

「学校を応援します」…ＰＴＡ研修、教職員研修、家庭教育等に関する研修の支援 

「地域を応援します」…子ども会育成会や家庭教育オピニオンリーダー等、地域で活躍する指導者

のための各種研修支援、地域課題解決のための研修の支援 

本県では、生涯学習の一層の推進を目指し、これまで社会教育主事講習に

教員を計画的に派遣し、公立小・中学校の社会教育主事有資格教員の配置を

進め、県としてその活動を支援してきました。 

 さらに、今年度より、各学校に「地域連携教員」を設置し、社会教育主事

有資格教員等をあてていただいております。 

なお、平成２６年度の地域連携重点推進モデル校として、壬生町立藤井小

学校、下野市立吉田西小学校が連携事例の先進的な取組の研究に御協力いた

だくことになりました。ありがとうございます。 

地域連携教員の主な職務  

○地域と連携した取組の総合調整     

○ 地 域 と 連 携 し た 取 組 の 連 絡 調 整 や

情 報 収 集  

○地域と連携した取組の充実 

支援体制（地域連携教員研修） 

第１回 5/13㈫…初年度必須    

第２回 9/29㈪…有資格者以外必須   

第３回 2/27㈮…希望者    

 

 

いよいよスタート！地域連携教員 

ＨＰからも

ダウンロード

できます。 


